第６回日本音楽療法学会中国支部大会・第８回講習会

最　終　案　内
期　日：平成１８年７月２９日（土）～３０日（日）
会　場：くらしき作陽大学（〒710－0292　岡山県倉敷市玉島長尾３５１５）
主　催：日本音楽療法学会中国支部
大会準備室：TEL　086（523）0827　E‐mail：s.ito@ksu.ac.jp
　　　　　　FAX　086 (523) 0811

　　　　　　〒710－0292　岡山県倉敷市玉島長尾３５１５ 

くらしき作陽大学 伊藤研究室内
大会ホームページ： http://apollon.nta.co.jp/jmta-cc2006

大会デスク：〒700-0023

岡山市駅前町2-1-7　JR西日本岡山支社ビル1F

(株)日本旅行　中四国イベント・コンベンショングループ

TEL：086（251）2105  FAX：086（251）2103  担当：山中

E-mail：ncs@able.ocn.ne.jp

講習会・大会スケジュール
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参加者のみなさまへ
受　付

· １号館1階のエントランスホール、各会場へは、受け付けにてご案内いたします。

· 受け付けで名札ホルダーをお渡しいたしますので、期間中は必ず着用してください。名札を着用されていない場合には、各会場への入場はできませんので、ご了承ください。

講習会

· 各講習会終了後に、受講証（Ｂ）をお渡しします。ただし、講義開始後20分以上遅刻された場合にはお渡しできません。

· レポートは、30日(日)12:30までに受講証（Ｂ）と80円切手を貼った返信用封筒を添えて、ご提出ください。レポート審査の結果、受講証（Ａ）をお送りします。（返信用封筒がない場合はお送りできません。）

録音・録画

· プライバシー保護のため、講習会・大会期間中、会場での録音、録画、写真撮影は厳禁です。

昼　食

· 弁当を事前に申し込まれた方は、昼食券と引き換えに大会会場（受付）で弁当をお受け取りください。

· 大学周辺に、飲食店等はございませんが、弁当を事前に申し込まれなかった方は、食堂の利用が可能です。

· 昼食は、所定の場所でおとりください。講義室内での飲食はできません。

ゴ　ミ

· 期間中のゴミは、各自でお持ち帰りください。

· 事前に申し込まれた昼食弁当のゴミは、所定の場所で回収いたします。

その他

· 会場内では、携帯電話の電源はお切りください。

· 学内は禁煙です。灰皿のある所定の場所で喫煙ください。
研究発表をされる方へ

· 口頭発表をされる方は、パソコンへの事前登録準備をするため、受付時にパワーポイン

ト等の媒体（氏名を明記したディスクなど）を係の担当者にお渡しください。

· 口頭発表、ポスター発表ともに発表時間は10分、質疑応答は5分です。

· ポスターの掲示時間は8:00～10:30、撤収時間は発表終了後～16:45です。
・ 各発表者は、会場の係員の指示にしたがって時間厳守でお願いします。
講 習 会
第1講座　　講師：河野　政樹先生　 「広汎性発達障害児の行動と心理」
1988：広島大学医学部医学科卒業後
2004：広島県立心身障害者コロニーわかば療育園副園長（兼　医療科医長）
専門領域は小児心身症・神経症・軽度発達障害など
共著:「小児科外来診療のコツと落とし穴メンタルヘルスケア」中山書店 2004

　　  単著:「子どもの心の健康問題ハンドブック」（小児心身症対策の推進に関する研究班）
第2講座　　講師：谷口　高士先生　　「音楽療法の基礎知識・音楽心理学」

京都大学大学院教育学研究科博士後期課程修了（教育学博士）

現在、大阪学院大学情報学部教授

研究分野は音楽心理学、認知心理学、感情心理学

編著:「感情と心理学」北大路書房 2002

単著:「音楽と感情」北大路書房 1998

第3講座　　講師：二俣　泉先生　　「音・音楽の力」

国立音楽大学（器楽学科）卒、同大学大学院（音楽教育学専攻）修了 筑波大学大学院（障害児教育専攻）修了、ノードフ・ロビンズ音楽療法オーストラリア卒、ディプロマ取得 

日本音楽療法学会認定音楽療法士 
現在、東邦音楽大学専任講師 日本音楽療法学会評議員

単著：「音楽療法の設計図」春秋社 1999

共著：「標準音楽療法入門・下」春秋社 2002
第６回中国支部大会
教育講演　講師：遠山　文吉先生　「障害のある方々への音楽療法」～対象者からの学びを土台に～
　　　今回は、遠山先生がこれまでに関わってきた多くの子どもたちから得た学びを中心に、「対象者から学ぶ」とはどういうことか、また音楽療法を行う者としての心構えとは、といった音楽療法の土台となる事柄について、事例を交えながらお話してくださる予定です。

　

＜プロフィール＞

1972:東京芸術大学大学院音楽教育学研究科修士課程修了
1986:宇都宮大学教育学部附属養護学校勤務
1997:国立音楽大学教授　現在に至る

　　　共著:「心身障害に対する音楽療法」　櫻林仁監修『音楽療法研究』音楽之友社 1996

　　　編著：「知的障害のある子どもへの音楽療法～子どもを生き生きさせる音楽の力～」明治図書出版　2005　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大会シンポジウム
昨年の自主シンポジウムの精神を継承した上で、本年度は会員の皆さまからいただいた声を元に、大会準備室企画のシンポジウムという形で開催することにいたしました。お寄せいただいた中から、皆さまが普段感じておられる問題点や課題として最も多かったものが以下の２点でした。

多士済々のシンポジストをお招きしておりますので、白熱した議論に発展することでしょう。フロアの皆様も積極的に討論に参加して、今後の日々の実践の糧として活かされることを祈念してやみません。

	大会シンポジウムI　「音楽療法における評価のあり方」

７月３０日（日）１０：４０～１１：５５

　音楽療法における評価は、既成の評価尺度では不十分であり、対象者に応じて独自の評価が求められることが多い。そんな中で、何を基準に、どのように評価していくかを各方面からのご意見を参考に探ります。

座長：松原　秀樹（日本赤十字広島看護大学）

シンポジスト：伊藤　智（くらしき作陽大学）

川元　信之（社会福祉法人「ゼノ」やまびこ学園） 
武田　千代美（釜瀬クリニック　音楽療法士）

　　　　　　  遠山　文吉（国立音楽大学）



	大会シンポジウムII　「音楽療法士と他職種との連携」

７月３０日（日）１５：００～１６：１５

　対象者に関わる医療や福祉分野の専門家がそれぞれの専門性を活かし、対象者を様々な側面から観ていくために、いかにチームとして連携を図りながら効果的な介入を行っていけるか、また、現場では音楽療法士に何が求められているかを討議します

座長：筒井　恵子（特別養護老人ホーム愛光苑　苑長）

シンポジウム：赤木　正彦（倉敷紀念病院　理事長）

　　　　　　　大橋　千代美（柴田病院副院長　看護師）

　　　　　　　前田　のぞみ（山口赤十字病院緩和ケア病棟　音楽療法士）

　　　　　　　馬渡　日出男（慈圭病院　作業療法士）



研 究 発 表
今回の研究発表では30件以上に及ぶ応募者の中から、口頭発表者8名、ポスター発表者8名の計16名の方が厳選されました。

口頭発表Ⅰ＜1-125号教室＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長　　松原　まゆみ

	13：30
	荻野由美子　
	ダウン症女児Ａちゃんの音楽療法

（原因不明の失語から発語への導き）

	13：45
	飯田　浩子
	広汎性発達障害を持つ児童に対する個人音楽療法

～複数の課題の改善を試みた2年4ヶ月の報告～

	14：00
	大森　雅恵
	「ピアノに触れたい」というＡ君の思いから始まった音楽療法

～余暇活動の充実を願って～

	14：15
	後藤　裕美
	重度の知的発達障害児に対する目と手の協応作用としての単純な音を

使った音楽介入


　　

口頭発表Ⅱ＜1－425号教室＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長　　楢崎　美紀

	13：30
	岡村　薫　　　　
	幻覚妄想状態から亜昏迷状態となり、保護室利用が長期化したＡさんへの音楽療法の効果

	13：45
	山崎　弘子
	即興による歌作りを通して社会性を育んだ音楽療法



	14：00
	柏原美奈子
	「高齢者グループの仲間意識を向上させた音楽療法」


	14：15
	松岡　哲司
	意欲自発性低下および感情表現の乏しいＡさんの「微笑み」を取り戻す   ピアノ生演奏の効果


ポスター発表Ⅰ＜1-111号教室＞　　　　　　　　　　　　　　　　　座長　　市村　暁子

	13：30
	安井　絵里　
	即興による音楽的アプローチ

リズムにこだわりの強いＡ君を事例として

	13：45
	横内　理絵


	不登校の生徒に対する音楽療法介入によるコミュニケーション促進への影響

	14：00
	原田　裕美
	早期療育現場における音楽療法の課題

～集団音楽療法における２名の園児の事例による一考察～

	14：15
	吉岡由美子
	統合失調症患者における音楽療法とコラージュ療法の併用による効果－事例報告－


ポスター発表Ⅱ＜1-111号教室＞　　　　　　　　　　　　　　　　　座長　　行安　睦美

	13：30
	宮廻　幸枝
	ホスピスでの個別音楽療法

～Ａさん夫婦に対する音楽療法の一考察～

	13：45
	山本　孝子
	乳ガン手術後、生きる希望へと繋がったＫさんへの音楽療法

癒しと音楽心理療法面からのアプローチ

	14：00
	進藤　亜紀
	医療施設における大集団音楽療法（唄会）の試みとその効果

－D-EMSと唄会実施記録を用いて－

	14：15
	森分　滋子
	学際的音楽療法の試み

－歩行訓練における理学療法との協力を手がかりにして－
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♪　くらしき作陽大学までのアクセス　
　　　
♪　受付会場のご案内　
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ランドマークタワーがある音楽学部の１号館が受付です
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